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この講義で学ぶこと

• レポートのイメージ

–レポート、とくに研究レポートとはどのような
ものなのかイメージをつかむ。

–基本的なルールは研究レポート、学習レポ
ート、ブックレポートで共通する。

•課題によっては作成方法を「投稿規定」「作成
要領」として指定されることもある。
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レポートと感想文

• アカデミックライティングとしての研究レポート
は、高校までの感想文や小論文とは異なる。

• 感想文・小論文

–あるテーマに対して自身の主観や経験に基づい
た気持ちや考えを書く。

• 研究レポート

–あるテーマに対して情報や文献を収集し、客観的
な分析と論拠に基づいて自分の主張を展開する。
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文章作成ソフトを使おう

• レポートでは図表やページ番号を入れることもある。

• 「Word」（Microsoft Office）などの文章作成に
特化したソフトを使うこと。
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レポート見本に書き込もう

• ここからの話は色ペンを出して、事前配信教
材のレポート見本にもポイントを書き込もう。

• 研究レポート見本「北海道新幹線の札幌延伸
と騒音対策」を例に説明する。
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冒頭部分に必要な情報

• 冒頭には１）タイトル、２）学籍番号、３）氏名の情報を
配置する。
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本文の区切り方

• 本文は「節」や「段落」といった文のまとまりに分け、必
要に応じて番号や見出しを付ける。

• 詳しくは後日説明する。 7



末尾部分に必要な情報
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• レポートの末尾には、「参照文献」の欄を付ける。

– そのレポートを書くために使用した文献の一覧表。

– 詳しくは後日説明する。
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形式面のルール

• レポートとして適切な形式面のルールがある。

–本文のフォント、文字サイズ

–字下げ（インデント）や改行

–見出しの書き方

–カッコなどの記号の使い方

– レポート字数の表示

–ページ番号の位置、など

• 詳しくは後日、説明する。
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レポート見本について

• 今後、他の科目で課されるレポート課題など
でも、レイアウト（文字や図版の配置）や構成、
必須要素を確認する参考資料として活用する
こと。

• 研究レポート見本

–次回以降の講義でも使用するため、バインダーな
どに綴じて見返せるようにすること。
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本日の宿題

• チェックテストを受験（Moodle）

–解答期限はこの講義時間終了後から次回
講義日まで。
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